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 特集

進化する造船業
かつて世界の船舶建造のシェアを50％占め「造船大国」と呼ばれた日本。

オイルショックや円高などの厳しい状況にあっても、日本のメーカーは技術を磨き続けてきました。
環境配慮や海洋開発による特殊船舶の需要が高まる昨今、
日本の高い技術力が再び世界の注目を集めています。
日本の造船と海洋産業の未来をのぞいてみましょう。

広島県三原市にある今治造船広島工場（p.6参照）の空撮
写真。瀬戸内海の穏やかな海は造船に適しているため、同県
の福山市・尾道市・呉市の海岸にも数々の造船所が連なり、
造船業は地域住民の暮らしに根ざした存在となっている。
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特集

進化する造船業
日本の造船と
海洋産業のこれから

攻勢に出た
日本の造船業

特別寄稿 技術力で世界へ

海洋開発の
国際競争に挑む

未来をつくる
人材育成にも力を

新たな教育基盤を
生み出す挑戦

業務密着 ルポシリーズ File.35
現場力
•大阪航空局福岡空港事務所
•福岡航空交通管制部
•航空交通管理センター

教えて！ ヒストリー vol.3
航空管制
シリーズ探訪・探求
訪れたいまち 第33回
長野県上田市

道の駅
もてぎ（栃木県）
遠野風の丘（岩手県）

MLIT体験レポート 
子ども霞が関見学デー
ゲスト  小笠原舞さん
          小竹めぐみさん

表紙より
今治造船・広島工場のコンテナ船
進水を終えた全長366mの1万4千個積み大
型コンテナ船。詳しくは6ページをご覧ください。

本誌の掲載文で、意見を述べた部分について
は、執筆者の個人的見解であることをお断りい
たします。また、本文記載記事の無断転載を禁
じます。
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ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
20
年
よ
り
国
際

海
運
か
ら
の
C
O
2

排
出
削
減
な
ど
を
目
的

と
し
た
「
海
洋
環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を

進
め
、そ
の
中
で「
C
O
2
排
出
指
標
の
開
発・

国
際
基
準
化
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
日
本
が
提
案
し
た
新
し
い
基
準
が
、

国
際
海
事
機
関
（
I
M
O
※
）
で
、
平
成
23

年
に
採
択
さ
れ
た
の
で
す
。

採
択
に
先
立
っ
て
、
造
船
メ
ー
カ
ー
の
省

エ
ネ
船
の
技
術
開
発
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
が
「
空
気
潤
滑
シ
ス

テ
ム
」
で
す
。
こ
れ
は
、
船
底
か
ら
空
気
の

泡
を
吹
き
出
す
こ
と
で
、
水
と
の
摩
擦
を
減

ら
し
燃
費
を
良
く
す
る
技
術
で
、
す
で
に
穀

物
や
鉱
石
を
運
搬
す
る
「
ば
ら
積
み
船
」
や

ク
ル
ー
ズ
客
船
な
ど
に
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
※
の
採
掘
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

L
N
G
※
タ
ン
カ
ー
で
も
、
球
形
の
L
N
G

タ
ン
ク
を
覆
う
船
体
と
一
体
構
造
の
連
続
カ

バ
ー
を
付
け
る
こ
と
で
、
風
の
抵
抗
を
減
ら

す
と
共
に
船
体
を
軽
量
化
す
る
船
が
開
発
・

実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
建
造
さ
れ
た
船
舶

の
優
れ
た
環
境
性
能
が
、
世
界
中
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
分
野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

韓
国
や
中
国
の
建
造
量
が
多
い
理
由
の
一

つ
と
し
て
、
造
船
所
の
規
模
の
違
い
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
よ
り
も
新
し
い

時
期
に
巨
大
な
施
設
を
造
っ
た
造
船
所
は
、

大
型
船
を
同
時
に
多
数
隻
建
造
し
た
い
と
い

う
客
（
船
主
）
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
日
本
で
も
、
国
際
競
争
力
を

高
め
る
た
め
に
、
造
船
企
業
の
再
編
・
統
合

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

各
造
船
所
が
得
意
分
野
に
集
中
で
き
、
企
業

と
し
て
の
建
造
能
力
を
高
め
る
と
共
に
、
技

術
者
に
と
っ
て
も
似
た
船
を
別
の
場
所
で
設

計
す
る
な
ど
の
無
駄
を
省
い
て
、
効
率
的
に

働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
し
い
分
野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
進
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど
を

採
掘
す
る
「
海
洋
開
発
※
」
で
す
。
海
洋
開

発
に
は
目
的
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
船
舶
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
中
で
も
海
底
の
石
油
・

ガ
ス
採
掘
は
、
海
外
勢
が
先
行
し
、
日
本
は

出
遅
れ
た
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
実
績
を
重
ね
つ
つ
あ
り
、
今
後
、
日

本
の
市
場
獲
得
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
す
。

ま
た
、こ
れ
ら
の
特
殊
な
船
舶
の
開
発
や
、

建
造
、
運
用
に
は
、
技
術
者
の
育
成
も
重
要

で
す
。
し
か
し
、
海
洋
開
発
分
野
は
新
し
く

取
り
組
み
始
め
た
分
野
で
あ
る
た
め
、
十
分

な
体
制
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。
海
外
の
大
学

な
ど
と
も
連
携
し
て
、
産
学
官
一
体
と
な
っ

た
人
材
育
成
の
仕
組
み
づ
く
り
も
始
め
て
い

ま
す
。

船
舶
の
建
造
だ
け
で
な
く
、
そ
の
運
用
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
受
注
も
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス

で
す
。（
株
）
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業

支
援
機
構
（
J
O
I
N
）
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
日
本
企
業
の
海
洋
開
発
分
野
へ
の
進
出

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

石
油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
価
格
が
一

時
的
に
下
落
し
た
昨
今
で
は
、
海
洋
開
発
分

野
へ
の
投
資
は
抑
制
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
後
も
増
大
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
成
長

分
野
で
あ
る
海
洋
開
発
を
避
け
て
通
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
国
土
交
通
省
は
10
年
後
、

20
年
後
を
見
据
え
た
施
策
に
よ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
日
本
の
造
船
産
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。
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上／三菱重工の「さやえん
どう」LNG船。球形のLNG
タンクを船体と一体構造の
連続カバーで覆い、丈夫で
軽く、かつ空気抵抗の少な
い形を実現した。
左／川崎重工が製造した球
形のLNGタンク。天然ガス
を-162度の低温で液体化
して貯蔵し、海上輸送する。

造船や海洋開発の話題で
よく使われる言葉
シェールガス
米国が開発を進めてきた地層内のエネル
ギー資源。米国がエネルギー輸出国になっ
たことで、パナマ運河を通行可能なLNG
船の需要が高まるなど、造船業にも影響を
もたらした。

海洋開発
海底の資源採掘、洋上風力発電など、新
たな海洋利用を図ること。近年、海底から
の石油やガス生産が増加し、注目を集めて
いる。

LNG:Liquefied Natural Gas
液化天然ガスの略称。極低温で気体の
天然ガスを液化し、効率的な輸送を行う。
「LNG船」はLNGの運搬船を指す。

IMO:International Maritime
Organization
国際海事機関の略称。国際連合の専門機
関で、船舶の安全や環境に関する国際規則
を定めている。

特集

進化する造船業
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建造量／万総トン 円／ドルレート
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0

日
本
の
造
船
と

海
洋
産
業
の
こ
れ
か
ら

海
上
輸
送
は
日
本
の「
生
命
線
」

私
た
ち
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
、
生

活
物
資
の
多
く
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ

て
お
り
、
実
に
輸
入
貨
物
の
99
・
7
％
（
重

量
比
）
が
海
運
に
よ
る
も
の
で
す
。
特
に
石

油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
お
い
て
は
、
日

本
だ
け
で
は
な
く
世
界
的
に
海
上
輸
送
が
重

要
な
手
段
に
な
っ
て
い
て
、
世
界
の
原
油
供

給
の
約
63
％
が
海
上
輸
送
に
よ
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
近
代
的
な
造
船
技
術
が
導
入
さ
れ

た
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
で

し
た
。
明
治
政
府
は
海
外
か
ら
技
術
者
を

招
き
、
各
地
に
造
船
所
を
建
設
。
明
治
9

（
1
8
7
6
）
年
に
は
、
造
船
所
の
民
間
払

い
下
げ
が
始
ま
り
、
造
船
所
は
地
域
経
済
と

密
接
に
結
び
付
く
産
業
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
41
（
1
9
0
8
）
年
に
は
、
純
国
産

技
術
に
よ
る
初
の
大
型
客
船
「
天
洋
丸
」
を

建
造
す
る
ま
で
に
技
術
力
が
高
ま
り
、
昭
和

31
（
1
9
5
6
）
年
に
は
英
国
を
追
い
抜
い

て
建
造
量
世
界
第
1
位
に
な
っ
た
の
で
す
。

2
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
建
造
量
で
は
中

国
と
韓
国
に
抜
か
れ
ま
し
た
が
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
や
円
高
な
ど
の
厳
し
い
状
況
下
に

あ
っ
て
も
、
日
本
の
造
船
メ
ー
カ
ー
は
技
術

を
磨
き
続
け
て
き
ま
し
た
。

匠
の
技
と
最
新
技
術
を
融
合

船
の
建
造
は
自
動
化
も
進
ん
で
い
ま
す

が
、
今
で
も
「
匠
の
技
」
は
欠
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
船
舶
の
船
体
は
数
千
枚
の
厚
い

鉄
板
で
形
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

「
ぎ
ょ
う
鉄
」
と
呼
ぶ
加
工
技
術
に
よ
り
、
一

枚
ず
つ
手
作
業
で
複
雑
な
形
状
に
曲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
を
使
っ
て
鉄
を

熱
し
た
り
、水
を
か
け
て
冷
ま
し
た
り
し
て
、

設
計
図
通
り
に
鉄
を
た
わ
め
る
の
は
、
熟
練

工
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
難
し
い
作
業
で
す
。

自
動
車
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
薄
い
鉄
板
は
プ

レ
ス
加
工
で
必
要
な
形
状
に
成
形
さ
れ
ま
す

が
、
厚
さ
が
20
㎜
に
も
な
る
船
体
用
の
鉄
板

は
、
匠
の
技
が
な
け
れ
ば
緻
密
な
曲
面
に
加

工
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
日
本
が
世
界
一
の
造
船
国
に
な
る

過
程
で
は
「
ブ
ロ
ッ
ク
工
法
」
の
よ
う
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク

工
法
は
、
プ
ラ
モ
デ
ル
の
よ
う
に
パ
ー
ツ
を

あ
ら
か
じ
め
組
み
立
て
て
お
き
、
最
後
に
船

台
の
上
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

船
体
を
造
る
工
法
で
、
作
業

効
率
や
品
質
を
格
段
に
高
め

ま
し
た
。
近
年
で
は
、
I
T

技
術
を
設
計
や
工
事
管
理
に

生
か
し
、
品
質
の
高
い
船
舶

を
低
コ
ス
ト
で
建
造
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

現
在
で
も
日
本
は
、
新
し

い
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
み
出
し
続
け
て
い
ま
す
。

世
界
の
海
で
評
価
さ
れ
る

日
本
の
船
舶

船
舶
は
安
全
性
の
他
、
燃

費
の
良
さ
な
ど
経
済
性
も
重

要
で
す
。
低
燃
費
は
、
C
O
2

の
排
出
量
を
抑
え
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
、
地
球
環
境
に

関
心
が
高
ま
る
現
在
、
ま
す

海事局
船舶産業課長

大坪新一郎

造船の受注は為替の変動の影響を受け、円安は受注増、円高は受注減に働く。造船所が船を建造し船主に引
き渡すのは、受注してから2〜3年程度先であるため、円レート（折れ線）と日本の建造量（棒グラフの赤）の動
きには時差が現れている。アベノミクスによる円高是正により、平成25年から受注は回復基調にあり、建造量
は平成27年から増加する見込み。

出典：建造量グラフ／ロイド統計より作成  為替レートグラフ／東京市場ドル・円レートより作成

その他

欧州

韓国

中国

日本
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技術力で世界へ
（ジャパン マリンユナイテッド株式会社）

日本の国際競争力を強化するための戦略的な事業統合によって生まれた
ジャパン マリンユナイテッド株式会社より特別寄稿いただきました。

総合重工系の造船技術を結集
　韓国の大手造船会社は、日本の大手造船会社の売上高3千〜4千億円を大きく上回る1兆円を
超える規模であり、技術者の陣容もそれに比例して開きがあります。
　平成25年に、国土交通省の産業活力再生法による支援の下、ユニバーサル造船とアイ・エイ
チ・アイ マリンユナイテッドが統合し、ジャパン マリンユナイテッド株式会社（JMU）が誕生し
ました。
　造船技術を切り拓いてきた4社の技術者が何段階もの統合を経て集結。その陣容は千人を超
える規模となり、また船の開発に必要な試験水槽設備も4種（船型試験水槽、運動性能水槽、キャ
ビテーション水槽、氷海水槽）有するなど、世界の造船会社で最も多種・多彩な設備を持つ会社
となりました。
　世界の造船会社と伍していくためには規模だけではなく、技術開発力・設計力・品質・コストな
どの総合力においても他国をリードしていくことが必要で、それらを目的とした統合も行われて
きました。これらのことが日本の船舶・海洋の未来を切り拓くことにつながると考えています。

トップクラスのエコシップ
　世界をリードする技術の一つにエコシップがあり、日本の造船各社は、しのぎを削りながら省
エネ技術を満載した船の設計に注力しています。厳しい事情環境の中でも確実に受注を積み上
げており、JMUのエコシップも世界トップクラスの省エネ・親環境性能を有し、高い評価を受け
ています。

造船技術の活用による海洋開発と海上安全
　日本は世界で6番目の広さとなる排他的経済水域を持っています。海洋開発により豊富な資
源を将来の国家の富にしようと、さまざまな国家プロジェクトが動き出している中、JMUも造船
で蓄積された技術力を生かし、復興日本を後押しするべく、福島沖での洋上風力発電プロジェク
トに力を注いでいます。
　また、四方を海で囲まれた日本において、海上での安全を確保することは経済活動のみならず
重要です。JMUは護衛艦や巡視船など高度な船を建造することで技術を積み上げ、その高い技
術を駆使し、海上の安全を守る一翼を担っています。

上／JMUが建造した、福島復興・浮体式洋上風力発
電の変電所「ふくしま 絆」（写真提供：福島洋上風力
コンソーシアム）
中／今年3月に防衛省に引き渡した、海上自衛隊最
大の護衛艦「いずも」です。約250mの飛行甲板が
あり、我が国の有事に加え、災害派遣および国際緊
急援助活動において陸上自衛隊などの輸送および
医療活動などの多様な任務にも期待されています。
下／環境負荷低減コンテナ船（開発モデル）
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攻
勢
に
出
た

日
本
の
造
船
業

国
内
第
1
位
の
建
造
量
を
誇
る
今
治
造
船
株
式
会
社
は
、今
年
の
春
に
、広
島
工
場
で

日
本
初
の
1
万
4
千
個
積
み
コ
ン
テ
ナ
船
の
建
造
に
成
功
。「
メ
ガ
コ
ン
テ
ナ
船
を
短

期
間
で
大
量
に
」と
の
需
要
に
応
え
る
力
を
見
せ
、世
界
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

同
社
の
挑
戦
に
つ
い
て
代
表
取
締
役
専
務
の
檜
垣
和
幸
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
船
主
と
共
に
伸
び
る
」か
ら
強
い

昔
か
ら
海
上
交
通
の
要
で
あ
っ
た
愛
媛
県

今
治
市
で
明
治
34
年
に
創
業
し
て
以
来
、
造

船
一
筋
に
歩
ん
で
き
た
今
治
造
船
株
式
会

社
。「
船
主
と
共
に
伸
び
る
」
を
社
是
に
、

常
に
船
主
の
要
望
を
受
け
止
め
、
そ
れ
を
先

取
り
し
、新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
世
界
初
や
最
先
端
の
シ
ス
テ
ム

を
持
つ
L
N
G
運
搬
船
や
自
動
車
運
搬
船

な
ど
、
運
搬
す
る
貨
物
に
応
じ
た
最
新
鋭

の
専
用
船
の
建
造
。
ま
た
、
省
エ
ネ
化
や

環
境
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、「
あ
ら

ゆ
る
船
型
で
『
今
治
造
船
に
し
か
で
き
な

い
も
の
』
を
目
指
し
て
開
発
を
続
け
て
い
ま

す
」
と
檜
垣
さ
ん
。
昨
年
も
「
風
圧
抵
抗

削
減
」
と
「
海
賊
対
策
」
と
い
う
課
題
に

向
き
合
っ
て
建
造
し
た
、
ば
ら
積
み
貨
物
船

R
A
G
A
が
「
シ
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

2
0
1
3
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
年
に
な
っ
て
特
に

注
目
を
浴
び
た
の
が
、
1
万
4
千
個
積
み
コ

ン
テ
ナ
船
の
建
造
。
短
期
間
で
大
量
の
大
型

船
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
日
本
で
は
初
め
て

の
挑
戦
が
、
こ
の
広
島
工
場
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

大
型
船
建
造
の
実
績
を

新
た
な
武
器
に

超
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
建
造
は
、
近
年
、

設
備
投
資
を
行
っ
て
き
た
韓
国
企
業
の
独
占

状
態
で
し
た
。
大
型
設
備
投
資
を
控
え
て
き

た
日
本
の
造
船
所
は
、
も
と
も
と
超
大
型

ド
ッ
ク
は
あ
る
も
の
の
、
超
大
型
コ
ン
テ
ナ

船
の
短
期
大
量
建
造
に
は
向
い
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
不
況
の
時
代
に
も
設
備
投
資
や
技

術
者
採
用
を
続
け
て
き
た
今
治
造
船
に
は
実

力
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
1
万
個
積

み
を
超
え
る
超
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
は
、
国
内

の
港
湾
は
ほ
と
ん
ど
入
港
で
き
ず
、
今
治
造

船
の
国
内
顧
客
船
主
も
保
有
に
は
消
極
的
で

し
た
。
そ
の
た
め
「
超
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
は

韓
国
で
」
と
い
う
の
が
造
船
業
界
の
常
識
で

し
た
。

し
か
し
、
ば
ら
積
み
船
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
低

迷
に
伴
い
、
顧
客
船
主
の
目
も
超
大
型
コ
ン

テ
ナ
船
に
向
く
よ
う
に
な
り
、
今
治
造
船
は

日
本
で
初
と
な
る
1
万
4
千
個
積
み
の
メ
ガ

コ
ン
テ
ナ
船
の
開
発
建
造
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
基
幹
船
隊
に
投
入
さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
船

は
、
短
期
大
量
建
造
と
い
う
こ
と
も
重
要
な

要
望
の
一
つ
で
す
。
難
題
な
が
ら
も
確
か
な

技
術
と
最
新
設
備
と
い
う
総
合
力
を
武
器

に
、
ド
ッ
ク
内
で
実
働
35
日
間
に
1
隻
ピ
ッ

チ
で
完
成
さ
せ
る
驚
異
の
ペ
ー
ス
で
の
建
造

に
成
功
。
今
年
3
月
に
1
隻
目
が
竣
工
し
、

現
在
も
順
調
に
建
造
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
こ
の
メ
ガ
コ
ン
テ
ナ
船
竣
工
後
は
『
日
本

で
造
れ
る
な
ら
注
文
し
て
い
た
の
に
』
と
こ

ぼ
す
船
主
も
多
く
い
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見

せ
る
檜
垣
さ
ん
。
超
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
需

要
拡
大
は
続
き
、
さ
ら
に
大
型
の
2
万
個
積

み
も
受
注
し
ま
し
た
。
現
在
、
丸
亀
工
場
に

大
型
ド
ッ
ク
を
新
設
中
で
、
平
成
29
年
の
稼

働
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

世
界
の
人
口
は
増
え
、
途
上
国
が
発
展
す

る
中
で
、
荷
動
き
量
は
顕
著
に
伸
び
て
い
ま

す
。「
価
格
の
変
動
は
あ
っ
て
も
、
船
は
必

要
と
さ
れ
続
け
ま
す
。
こ
の
地
球
で
船
に
代

わ
る
大
量
輸
送
手
段
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
れ
わ
れ
は
人
材
を
育
成
し
、
技
術
を
継
承

し
な
が
ら
粛
々
と
船
造
り
に
励
ん
で
い
き
ま

す
」
と
未
来
を
見
据
え
て
語
る
檜
垣
さ
ん
の

言
葉
に
は
、
船
主
の
信
頼
に
応
え
よ
う
と
す

る
誠
意
が
に
じ
ん
で
い
ま
し
た
。

右／造船において最も重要な溶接作業。作業員の経験と技術に委ねられており、その丁寧な仕事が船主の厚
い信頼を支えている。
左／今治造船の広島工場。巨大なクレーンが4基並んでおり、このゴライアスクレーンで1400tのブロックを
搭載することができる。

今治造船株式会社
代表取締役専務
檜垣和幸さん
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技
術
と
実
績
の
あ
る

海
洋
構
造
物
建
造
で
勝
負

海
洋
事
業
で
の
経
験
を
さ
ら
に
高
め

日
本
企
業
と
し
て
資
源
開
発
に
貢
献
を

株
式
会
社
I
H
I 

愛
知
事
業
所

日
本
郵
船
株
式
会
社

株
式
会
社
I
H
I
の
愛
知
事
業
所
は
、

日
本
で
唯
一
の
大
型
海
洋
構
造
物
専
用
ド
ッ

ク
を
保
有
し
て
い
ま
す
。昭
和
48（
1
9
7
3
）

年
に
知
多
市
に
開
所
し
て
以
来
、
造
船
を

中
心
に
操
業
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
14

（
2
0
0
2
）
年
に
造
船
事
業
が
他
社
と
提

携
し
、
I
H
I
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
（
後

年
さ
ら
に
統
合
し
現
J
M
U
）と
し
て
独
立
。

愛
知
事
業
所
は
造
船
以
外
の
海
洋
構
造
物
を

専
門
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
（
2
0
0
8
）
年
か
ら
は
、海
洋
事

業
に
本
格
参
入
し
ま
し
た
。
通
称
1
0
0
万

t
ド
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
長
さ
8
1
0
m
の

ド
ッ
ク
は
世
界
有
数
の
大
き
さ
を
誇
り
、
大

型
の
海
洋
構
造
物
の
建
造
に
適
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
原
油
の
生
産
・
貯
蔵
・
積
み
出
し
を

す
る
洋
上
プ
ラ
ン
ト
（
F
P
S
O
）
や
、
ド

リ
ル
シ
ッ
プ
の
建
造
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
特
に
今
後
の
事
業
の
中
心
に
据
え
て
い

き
た
い
の
は
、
I
H
I
が
L
N
G
貯
蔵
の

た
め
に
独
自
に
開
発
し
た
S
P
B
タ
ン
ク
の

建
造
で
す
。
L
N
G
を
生
産
・
出
荷
す
る
洋

上
プ
ラ
ン
ト
（
F
L
N
G
）
で
採
用
さ
れ
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

L
N
G
の
貯
蔵
タ
ン
ク
は
現
在
3
タ
イ
プ

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
S
P
B
方
式
が
唯

一
国
産
技
術
に
よ
る
も
の
で
す
。
直
方
体
形

の
タ
ン
ク
の
た
め
、
そ
の
フ
ラ
ッ
ト
な
上
甲

板
上
に
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
で
き
た
り
、
厳
し

い
海
域
で
の
稼
働
に
も
適
し
た
優
れ
た
耐
久

性
を
備
え
て
い
た
り
と
、
S
P
B
は
大
き
な

期
待
の
持
て
る
商
品
で
す
。

こ
う
し
た
確
か
な
技
術
力
は
、
I
H
I
の

全
て
の
海
洋
構
造
物
に
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
独
自
の
技
術
で
、
日
本
に
安
定
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
た
め
に
役
立
ち

た
い
―
。
そ
の
思
い
が
、
I
H
I
を
海
洋

事
業
へ
と
後
押
し
し
て
い
ま
す
。（
談
）

平
成
20
年
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
は
海
洋

事
業
グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
、
海
洋
事
業
に
本

格
的
に
参
入
し
ま
し
た
。
海
洋
事
業
グ
ル
ー

プ
で
は
、
主
に
三
つ
の
事
業
形
態
を
柱
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
洋
上
の
浮
体
式
原
油
・
ガ
ス
生
産

貯
蔵
積
出
設
備
（
F
P
S
O
）
と
大
水
深
掘

削
船
（
ド
リ
ル
シ
ッ
プ
）
で
の
関
わ
り
方
に
代

表
さ
れ
る
投
資
を
主
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

こ
の
分
野
で
安
定
的
に
収
益
を
生
み
出
し
、

新
規
事
業
へ
の
参
入
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
海
洋
事
業
分
野
で
実
績
と
技
術
力

を
持
つ
海
外
企
業
へ
資
本
参
加
し
実
業
に
携

わ
る
事
業
。
石
油
や
ガ
ス
と
い
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
扱
う
海
洋
事
業
で
は
、
高
い
安
全
性

が
求
め
ら
れ
る
た
め
実
績
が
重
視
さ
れ
ま
す

が
、
実
績
を
積
み
上
げ
る
方
策
と
し
て
、
そ

の
分
野
で
高
い
技
術
を
持
つ
海
外
企
業
と
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
M
＆
A
を
通
じ
、

人
も
送
り
込
み
実
業
に
も
携
わ
り
な
が
ら
実

績
を
積
み
上
げ
て
い
く
事
業
形
態
で
す
。

最
後
に
、
当
社
が
海
運
会
社
と
し
て
す

で
に
持
つ
経
験
と
人
材
を
生
か
し
て
自
力
で

展
開
す
る
事
業
で
す
。
こ
の
事
業
形
態
で
は

L
N
G
船
で
培
っ
た
知
見
・
人
材
を
用
い
て
、

L
N
G
を
貯
蔵
・
再
ガ
ス
化
し
て
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
で
消
費
地
に
送
る
た
め
の
浮
体
式
設
備

（
F
S
R
U
）
の
案
件
獲
得
を
当
面
の
目
標

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
海
に
資
源
開
発
の
現
場
を
あ
ま
り
持
た

ず
、
海
洋
事
業
で
の
実
績
が
少
な
い
日
本
の

企
業
と
し
て
、
ど
う
し
た
ら
参
入
で
き
る
か
を

考
え
つ
つ
、着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

将
来
的
な
日
本
近
海
で
の
資
源
の
発
見
、
開

発
生
産
に
貢
献
で
き
る
実
力
・
実
績
を
身
に

付
け
た
企
業
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
日
本
企
業
と
し
て
海
洋
資
源
開
発

に
貢
献
す
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
技
術
の
獲

得
と
経
験
の
蓄
積
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。（
談
）

所長
大賀 進さん

IHI独自開発のFSRU（浮体式貯蔵再ガス化設
備）用SPB方式アルミ製タンク。中国のWison
グループから受注し、貯蔵能力12,500㎥のタ
ンクを2基建造している。

海洋事業グループ
グループ長
小沼可幸さん

出資するクヌッツェン・エヌワイケイ・オフ
ショア・タンカーズ社を通じて、北海油
田のあるノルウェーを拠点にシャトルタン
カービジネスを展開。クヌッツェン社に人
材を送り込み、現場のノウハウを吸収して
いる。

特集

進化する造船業
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官
民
が
手
を
携
え
て
取
り
組
む

海
洋
開
発

原
油
と
天
然
ガ
ス
の
海
洋
開
発
は
、
一
般

的
に
は
遠
い
海
外
の
出
来
事
で
あ
り
、
な
じ

み
薄
い
と
感
じ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
採
掘
地
が
日
本
近
海
に
な
い
こ

と
も
あ
り
、
日
本
企
業
は
近
年
ま
で
ほ
と
ん

ど
進
出
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
人
口
増
や
途
上
国
の
経
済
発
展

を
背
景
に
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
陸
上
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
は

い
ず
れ
困
難
と
な
る
で
し
ょ
う
。そ
こ
で
今
、

注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
海
洋
資
源
の
開
発

事
業
で
す
。

そ
の
市
場
規
模
は
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
伸
び
に
伴
っ
て
大
き
く
成
長
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
出
遅
れ
た
形

と
な
っ
て
い
る
日
本
が
、
将
来
ど
れ
だ
け
市

場
を
獲
得
し
て
い
け
る
の
か
、
今
後
の
政
策

と
企
業
戦
略
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
に
、
新
た
な
海
洋
立
国
を
目
指

し
て
海
洋
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
を
推

進
す
る
た
め
、
翌
年
に
は
海
洋
基
本
計
画
が

策
定
（
平
成
25
年
に
新
計
画
策
定
）
さ
れ
ま

し
た
。
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
に
と
っ
て
、
海

洋
の
開
発
と
利
用
が
経
済
社
会
の
大
き
な
基

盤
と
な
る
こ
と
を
、改
め
て
示
し
た
形
で
す
。

ま
た
、
日
本
の
海
域
で
大
規
模
な
資
源
開
発

が
で
き
れ
ば
、
そ
の
国
益
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
の
探
査
・
調
査
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
も
、
海
洋
基
本
計
画
で
は
明
言

さ
れ
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
海
洋
開
発
事
業
へ
の

参
入
を
決
め
、
こ
れ
ま
で
造
船
業
で
培
っ
た

技
術
を
生
か
し
つ
つ
、
海
洋
開
発
市
場
に

打
っ
て
出
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。
造
船
の
長

い
経
験
と
実
績
を
持
つ
株
式
会
社
I
H
I

の
取
り
組
み
は
そ
の
一
例
で
す
。
ま
た
、
海

運
大
手
の
日
本
郵
船
株
式
会
社
を
は
じ
め
と

す
る
海
運
事
業
者
も
、
こ
の
分
野
へ
の
挑
戦

を
始
め
て
い
ま
す
。
幅
広
い
海
洋
開
発
事
業

の
中
で
、
2
社
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
ア
プ

ロ
ー
チ
な
が
ら
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

日
本
企
業
の
技
術
力
と
信
頼
性
が
国
際
的

に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
中
で
、
海
洋
分
野

で
も
そ
の
強
み
を
発
揮
し
つ
つ
あ
る
企
業
に

注
目
し
ま
し
ょ
う
。

海
洋
開
発
の

国
際
競
争
に

挑
む

地
球
の
表
面
積
の
お
よ
そ
7
割
を
占
め
る
海
洋
は
、エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
採
掘
場
と
し
て
も
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
近
年
の
海
洋
開
発
市
場
の
伸
び
を
受

け
て
、日
本
の
企
業
も
海
洋
開
発
事
業
に
熱
い
視
線
を

向
け
始
め
ま
し
た
。

1. 海底下の資源を探し出す調査船 2. 海底を掘るための掘削船

5. 現場における
　 作業を支える支援船

4. 洋上でFPSOのそばに
　 静止する機能を有し、
　 生産された石油を
　 輸送するシャトルタンカー

さまざまな船が支える原油と天然ガスの海洋開発
海洋開発には、目的に応じたさまざまな特殊船舶や海上構造物、
その運用ノウハウが必要になる。海底の油田開発を例にとると、多
数の船舶が連携して、陸上の油田開発と同様の機能を海上に再現
している。

調査・探査

生産・貯蔵

輸送
人と物資の支援

海底油田

掘削

提供:三菱重工業（株）

探査結果より描画された
３次元の地質構造

提供:日本郵船（株）

提供:
ジャパン マリンユナイテッド（株）

3. 海底に掘った油
ゆ せ い

井から、
　 石油の生産・貯蔵・積出を行う
　 浮体式設備（FPSO）

提供:三井海洋開発（株）

提供:日本郵船（株）
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新
た
な
教
育
基
盤
を

生
み
出
す
挑
戦

造
船
業
と
比
べ
、業
界
そ
の
も
の
が
ま
だ
若
い
海
洋
開
発
の
分
野
で
は
、ま
ず

教
育
環
境
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
大
学
で
寄
付
講
座「
海
洋

開
発
利
用
シ
ス
テ
ム
実
現
学
」を
開
く
高
木
健
教
授
に
、講
座
内
容
と
展
望
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

今年は37社の事業所が全43回の見学会を開催し、全国3,809名の子ども
たちが参加。写真は三浦造船所における進水式見学会。

海
洋
開
発
を
担
う
人
材
の
育
成

本
講
座
は
学
生
と
教
員
の
他
に
、

協
賛
企
業
の
方
を
対
象
と
し
た
講
義

と
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
員
が
自
身
の
指
導
科
目
に
学
ん
だ

こ
と
を
取
り
込
む
形
で
、
さ
ら
に
多
く

の
学
生
に
伝
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
平
成
19
年
に
海
洋
基
本

法
、
翌
年
に
海
洋
基
本
計
画
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
今
後
の

海
洋
開
発
の
関
連
技
術
の
必
要
性
が

訴
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
各
技

術
を
貫
く
基
盤
は
何
か
、
技
術
者
は

ど
う
育
て
る
か
、
そ
う
い
っ
た
観
点

が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
「
教
育
基
盤
を
き
ち
ん
と
つ

く
り
ま
し
ょ
う
」
と
各
企
業
に
協
力

を
お
願
い
し
、
平
成
25
年
7
月
に
寄

付
講
座
を
開
設
し
ま
し
た
。

海
洋
開
発
の
「
技
術
者
」
に
は
大

き
く
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
、
こ
の
講
座
で
育
成
を
目
指
し

て
い
る
よ
う
な
海
洋
開
発
シ
ス
テ
ム

を
研
究
す
る
人
た
ち
で
す
。
も
う
一

つ
は
、
実
際
の
運
用
現
場
で
船
や
機

械
を
操
作
す
る
人
た
ち
で
、
こ
の
人

材
育
成
も
重
要
で
す
が
、
日
本
で
は

ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

海
洋
基
盤
技
術
の
観
点

本
講
座
が
重
視
す
る
の
は
「
海
洋

基
盤
技
術
」
で
す
。
海
洋
基
盤
技
術

と
は
、
オ
イ
ル
・
ガ
ス
の
採
掘
か
ら

海
洋
発
電
に
い
た
る
ま
で
幅
広
い
分

野
が
存
在
す
る
海
洋
開
発
に
お
い
て
、

ど
の
分
野
で
も
必
要
と
な
る
共
通
の

技
術
基
盤
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
海

洋
発
電
と
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の

採
掘
で
は
、
必
要
な
設
備
も
手
順
も

異
な
る
た
め
、
別
物
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
海
上
の
船
舶
を
同
じ
場

所
に
留
め
る
た
め
の
制
御
技
術
な
ど
、

共
通
す
る
技
術
も
数
多
く
存
在
し
ま

す
。
こ
の
共
通
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で
、

海
洋
開
発
分
野
を
横
断
的
に
取
り
扱

う
素
地
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
、

活
躍
の
幅
が
広
が
る
の
で
す
。
私
た

ち
は
こ
の
海
洋
基
盤
技
術
の
学
習
体

系
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
講
座
を
通
じ
た
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
海
洋
分
野
は
「
一
人
の
成
功

で
業
界
が
一
気
に
伸
び
る
」
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
少

し
ず
つ
伸
び
続
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
企
業
と
大
学
の
若
手
が
交

流
し
、
結
び
付
く
場
が
で
き
る
こ
と

で
、本
当
の
意
味
で
の
「
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
」が
可
能
に
な
る
の
で
す
。（
談
）

東京大学大学院
新領域創成科学研究科
海洋技術環境学専攻
海洋技術政策学分野
高木 健 教授

%
40

30
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0

能
者
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
現
場
監
督
職
の

女
性
班
長
や
主
任
も
誕
生
。性
別
を
問
わ
ず
、

意
欲
が
あ
れ
ば
誰
も
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

造
船
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会

数
千
人
も
の
仲
間
と
共
に
一
つ
の
モ
ノ
を

つ
く
る
喜
び
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は

現
場
で
の
実
体
験
が
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か

理
解
で
き
ま
せ
ん
。
国
土
交
通
省
で
は
、
造

船
業
を
目
指
す
若
者
を
増
や
す
た
め
に
、
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
教
員
へ
の
現
場

研
修
の
実
施
を
支
援
し
、教
育
の
現
場
と「
も

の
づ
く
り
」
の
現
場
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

ま
た「
海
の
日
」20
回
を
迎
え
た
今
年
は
、

次
世
代
を
担
う
小
中
学
生
を
対
象
に
、
日
本

財
団
の
支
援
の
下
、
全
国
一
斉
に
造
船
・
舶

用
工
業
事
業
所
見
学
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

若
返
り
傾
向
に
な
っ
た
造
船
業

少
子
高
齢
化
の
た
め
、
現
在
の
日
本
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
お
い
て
高
齢
化
、
つ
ま

り
従
事
者
の
平
均
年
齢
の
上
昇
が
起
き
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
造
船
業
は
平
成
20
年
頃

か
ら
若
年
層
（
29
歳
以
下
）
の
比
率
が
高
齢

層
（
55
歳
以
上
）
の
比
率
を
大
き
く
上
回
り
、

業
界
の
「
若
返
り
」
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
傾
向
を
維
持
し
、
人
材
の
健

全
な
新
陳
代
謝
が
で
き
る
業
界
と
な
る
よ

う
、
産
学
官
が
一
体
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

職
人
の
技
術
を
伝
え
る

一
般
社
団
法
人
・
日
本
中
小
型
造
船
工
業

会
は
、
技
能
者
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
研
修
の

場
を
設
け
、
言
葉
や
文
字
で
は
伝
え
ら
れ
な

い
「
匠
の
技
」
の
継
承
を
進

め
て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省

も
そ
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し

た
研
修
セ
ン
タ
ー
は
全
国
に

6
カ
所
あ
り
、
新
卒
・
中
途

採
用
で
造
船
業
に
就
い
た
人

向
け
の
「
新
人
研
修
」
を
実

施
。
毎
年
4
月
か
ら
数
ヶ
月

間
の
研
修
で
、
基
礎
的
な
知

識
と
技
能
を
段
階
的
に
学
べ
、

か
つ
現
場
に
必
要
な
資
格
も

取
得
で
き
ま
す
。

未
来
を
つ
く
る

人
材
育
成
に
も
力
を

一
隻
の
船
を
造
る
の
に
数
千
人
も
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、

造
船
や
海
洋
開
発
の
仕
事
の
特
徴
で
す
。
日
本
が
培
っ
て
き
た
信
頼
と
技
術
を
未
来
へ
つ

な
ぐ
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
人
材
確
保
と
育
成
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

研修センターでの新人研修の様子。
各部門の優秀な技能者から直接指
導を受けることができ、新人同士の
つながりもできる。

それぞれの現場で活躍する女性た
ち。大島造船所の班長、立石真奈美
さん。住友重機械マリンエンジニアリ
ングの設計者、横谷亜衣さん。p.6の
今治造船で作業指示や工程管理に
励む清水美希主任。入社前から現場
への強い憧れがあり、その希望がか
ない現場管理者へ。

撮影／西澤 丞

造船業と製造業全般の就業者の年齢構成比率の推移。若い人材の不足は製造業全般で言えることであるが、造船業は
近年、若年労働者の割合が高く推移しており、他の業種と比べて若返りが進んでいる。

さ
ら
に
、
あ
る
程
度
の
経
験
を
持
つ
中
堅

技
能
者
を
対
象
と
し
た
、
高
度
な
造
船
技
能

の
伝
承
を
行
う
「
専
門
技
能
研
修
」
も
実
施

し
、
日
本
の
技
術
力
を
支
え
る
匠
の
技
を
受

け
継
い
で
い
ま
す
。

女
性
も
働
き
や
す
い
現
場
づ
く
り

男
性
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
造
船
業
界

で
す
が
、
設
計
関
係
だ
け
で
は
な
く
現
場
で

も
女
性
の
技
能
者
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
女

性
が
働
き
や
す
い
よ
う
女
性
寮
を
建
て
た

り
、
構
内
に
女
子
更
衣
室
や
ト
イ
レ
を
増
設

し
た
り
と
、
職
場
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む

造
船
所
も
出
始
め
て
い
ま
す
。
毎
年
女
性
技

全製造業 55歳以上
29歳以下%
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造船業 55歳以上
29歳以下



航
空
管
制
っ
て
ど
ん
な
仕
事

航
空
機
を
操
縦
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
。
将
来

な
り
た
い
職
業
に
挙
げ
る
子
ど
も
も
多
く
い

ま
す
が
、
航
空
機
が
ど
う
飛
ぶ
か
を
決
め
て

い
る
航
空
管
制
官
を
知
ら
な
い
人
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

航
空
管
制
官
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
適
切
な

進
路
を
指
示
し
、
航
空
機
同
士
の
安
全
な
間

隔
を
設
定
し
て
、
接
近
や
衝
突
を
防
ぐ
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
た
く
さ
ん
の
車
が
走
る
道
路
で

は
、
運
転
手
が
標
識
や
信
号
の
指
示
を
守
る

こ
と
で
安
全
が
成
立
し
ま
す
が
、
標
識
や
信

号
を
立
て
ら
れ
な
い
空
で
は
、
管
制
官
が
パ

イ
ロ
ッ
ト
に
指
示
を
出
し
て
交
通
整
理
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
。

管
制
官
が
交
通
整
理
を
す
る
日
本
の
空

は
、
お
お
ま
か
に
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
離
着
陸
で
混
雑
す
る
空
港
周
辺
の

空
と
、
航
空
機
が
高
速
移
動
す
る
上
空
の

空
、
レ
ー
ダ
ー
の
届
か
な
い
太
平
洋
上
の
空

で
す
。（
14
〜
15
ペ
ー
ジ
上
図
）

空
港
の
航
空
機
の
運
航
を
守
る

管
制
官

福
岡
空
港
を
1
年
間
に
離
着
陸
す
る
航
空

機
の
数
は
、
羽
田
、
成
田
に
次
い
で
国
内
第

3
位
。
し
か
し
、
広
大
な
敷
地
に
複
数
の
滑

走
路
が
走
る
空
港
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
い
、

福
岡
空
港
は
市
街
地
の
細
長
い
敷
地
に
、
1

本
の
滑
走
路
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
管
制
塔
が
コ

ン
パ
ク
ト
に
収
ま
っ
て
い
ま
す
。
着
陸
す
る

航
空
機
の
窓
か
ら
見
え
る
景
色
は
、
雲
の
下

か
ら
海
に
浮
か
ぶ
船
が
現
れ
た
後
、
港
、
コ

ン
テ
ナ
、
工
場
、
ビ
ル
や
住
居
が
ど
ん
ど
ん

大
き
く
な
り
、
街
の
中
に
飛
び
込
ん
で
し
ま

う
の
で
は
と
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
。

空
港
の
敷
地
内
に
あ
る
福
岡
空
港
事
務
所

に
は
66
名
の
管
制
官
を
含
む
、
約
2
0
0

名
の
国
土
交
通
省
職
員
が
勤
務
し
て
い
ま

す
。
平
成
24
年
に
入
省
し
た
橋
本
朱あ
か
ね華

は
福

岡
空
港
の
航
空
管
制
官
と
し
て
、「
飛
行
場

管
制
」
と
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
レ
ー
ダ
ー
管
制
」

の
二
つ
の
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

飛
行
場
管
制
（
管
制
塔
内
）
は
、
空
港
を

見
渡
せ
る
管
制
塔
か
ら
目
視
で
状
況
を
確
認

し
指
示
を
出
す
業
務
で
す
。
航
空
機
に
離
着

陸
の
許
可
を
出
し
た
り
、
空
港
内
の
滑
走
路

以
外
を
移
動
す
る
航
空
機
や
車
両
に
走
行
指

示
を
出
し
た
り
し
ま
す
。
1
チ
ー
ム
約
9
人

の
管
制
官
で
役
割
分
担
し
、
業
務
を
行
う
の

が
基
本
。「
管
制
官
は
高
い
集
中
力
を
必
要

と
す
る
た
め
、
各
管
制
官
の
役
割
は
固
定
的

で
は
な
く
、
一
定
時
間
、
福
岡
空
港
の
場
合

は
45
分
ご
と
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

交
替
し
て
い
ま
す
」
と
橋
本
。
引
き
継
ぎ
事

項
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
か
ら
交
替
し
ま
す
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
レ
ー
ダ
ー
管
制
（
レ
ー
ダ
ー

室
内
）
で
は
、
空
港
周
辺
の
空
を
レ
ー
ダ
ー

で
監
視
し
、
離
着
陸
す
る
航
空
機
間
の
安
全

な
間
隔
の
設
定
や
、
到
着
機
の
着
陸
順
を
決

め
て
適
正
な
間
隔
の
確
保
を
し
ま
す
。
着
陸

す
る
順
位
は
、
気
象
状
況
や
航
空
機
の
運
航

性
能
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
考
慮
し
な

が
ら
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
パ
イ

ロ
ッ
ト
側
の
要
望
や
事
情
も
考
慮
し
つ
つ
、

航
空
管
制
官
の
指
示
に
数
千
名
の
乗
客
の
命

が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
重
責
を
感
じ
な
が

ら
、
空
港
周
辺
の
空
の
交
通
整
理
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
。

1 市街地の中にある福岡空港。周囲の建物は、空港からの距離に応じ
て高さの制限が定められている。
2 管制塔で滑走路を確認する橋本。子どものころから航空機が好き
だった彼女には、旅客機だけでなく、ヘリ、自衛隊、米軍など多様な航
空機を扱えるこの仕事が天職だという。

管制塔は空港内の滑走路と走行地域が
一望できるよう設置され、管制官は目
視による状況確認を行う。

管制官の業務分担は、写真の左から、
航空機の離着陸の許可・指示をする
「飛行場管制席」。走行地域内の航空
機や車両の移動を指示する「地上管制
席」。関連情報を集め、整理・調整する
「調整席」。航空機に飛行経路・飛行
高度などの承認を伝える「管制承認伝
達席」。

管制官は人事異動で配属先が替わるた
びに、配属先の地域特性や決まり事な
ど、さまざまなルールに適応するため、
たとえベテランの管制官であっても、座
学研修や実地訓練を経て試験に合格し
なければ、独り立ちすることができない。

1

2

現
場
力
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•大阪航空局福岡空港事務所
•福岡航空交通管制部
•航空交通管理センター

空
の
安
全
を
支
え
る

航
空
管
制
官
た
ち
の

連
携
プ
レ
ー

航
空
機
に
適
切
な
進
路
を
指
示
し
、24
時
間
日
本
の
空
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
航
空
管
制
官
た
ち
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、管
制
官
も
国
土
交
通
省
の
職
員
な
の
で
す
。

福
岡
市
に
あ
る
三
つ
の
管
制
施
設
よ
り
、3
人
の
管
制
官
と
そ
の
業
務
を
紹
介
し
ま
す
。

変
化
す
る
空
の
状
況
に
合
わ
せ

素
早
く
安
全
な
進
路
を
指
示
す
る
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張
り
の
管
制
塔
を
見
上
げ
て
、
管
制
官
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。「
鹿
児
島
空
港

で
初
め
て
管
制
官
を
務
め
た
と
き
の
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
と
話
し
た
緊
張
、
自
分
の
指
示
通
り

に
航
空
機
が
動
い
て
離
陸
し
た
感
動
は
、
や

は
り
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
目
立
た
な
い
仕

事
で
す
が
、興
味
を
持
つ
若
い
人
が
い
れ
ば
、

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

あ
ら
ゆ
る
手
立
て
で

安
全
を
守
り
抜
く

福
岡
に
は
さ
ら
に
、
国
内
唯
一
の
航
空

交
通
管
理
セ
ン
タ
ー
（
A 

T 

M 

C:Air 
Traffic M

anagem
ent C

enter

）
も

存
在
し
ま
す
。
こ
の
A 

T 

M 

C
に
は
、
三

つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
①
日
本
が
管
轄
す

る
全
て
の
空
域
を
一
元
的
に
管
理
し
、
効
率

的
に
有
効
活
用
す
る
こ
と
。
②
計
画
的
に
秩

序
あ
る
航
空
交
通
の
流
れ
を
作
り
、
航
空
機

の
集
中
に
よ
る
過
度
な
混
雑
を
防
止
す
る
こ

と
。③
レ
ー
ダ
ー
が
届
か
な
い
太
平
洋
上
を
、

衛
星
を
利
用
し
て
管
制
す
る
こ
と
。

A
T
M
C
の
管
制
官
は
「
管
理
管
制
官
」

と
呼
ば
れ
、
A
T
M
C
運
用
室
に
は
こ
の

管
理
管
制
官
の
他
に
、
他
の
航
空
局
職
員
や

気
象
庁
職
員
、さ
ら
に
自
衛
官
も
配
置
さ
れ
、

国
内
外
の
管
制
機
関
や
航
空
会
社
と
の
調
整

も
含
め
、
関
係
者
と
の
協
調
的
な
意
思
決
定

に
基
づ
い
て
航
空
交
通
全
体
の
最
適
を
図
る

べ
く
業
務
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
は
危
機
管
理
に
も
対
応
し
た
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
A
T
M
C
で
主
幹
管
理
管
制
官
を

務
め
る
中な
か
し
ま
た
か
よ
し

島
敬
厳
は
、
管
制
官
歴
約
20
年
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。「
福
岡
に
住
み
な
が

ら
北
海
道
の
台
風
が
気
に
な
る
」
と
笑
う
中

島
は
、
A
T
M
C
の
役
割
を
、
空
の
「
何

で
も
屋
」
に
近
い
と
語
り
ま
す
。「
混
雑
や

悪
天
候
な
ど
の
理
由
で
飛
行
計
画
上
の
経
路

や
空
域
を
予
定
通
り
通
過
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
た
と
き
、
出
発
地
で
時
間
調
整
さ
せ

る
か
、
迂
回
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
空
中
で

旋
回
待
機
さ
せ
る
か
。
航
空
機
は
空
中
で
停

止
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
我
々
は
で
き
る
だ
け

早
く
状
況
に
応
じ
た
解
決
方
法
を
見
つ
け
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
あ
ら
か

じ
め
多
く
の
情
報
を
か
き
集
め
、
関
連
機
関

に
問
い
合
わ
せ
た
り
、
協
議
し
た
り
、
必
要

な
ら
交
渉
も
し
ま
す
。
同
じ
状
況
と
い
う
の

は
一
日
も
な
く
、
毎
日
新
鮮
で
も
あ
る
し
、

緊
張
感
の
あ
る
仕
事
で
す
」

旅
客
機
か
ら
貨
物
機
ま
で
、
24
時
間
体
制

で
世
界
の
人
と
物
を
つ
な
い
で
い
る
航
空
機

は
現
代
社
会
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
そ

の
舞
台
裏
に
は
緊
密
な
連
携
プ
レ
ー
で
、“
安

全
な
空
の
道
”
を
切
り
拓
き
続
け
る
管
制
官

た
ち
が
い
ま
す
。

青
空
に
白
く
伸
び
る
ヒ
コ
ウ
キ
雲
は
、
管

制
官
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
た

“
安
全
な
空
の
道
”
が
、
浮
か
び
上
が
っ
た

姿
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。航空交通管理センター

主幹航空交通管理管制官
中島 敬厳
平成6年旧運輸省入省

福岡航空交通管制部
主幹航空管制官
荒木 直也
平成9年旧運輸省入省

福岡空港事務所
航空管制官
橋本 朱華
平成24年入省

航空交通管理センターの管制官
（洋上管理）
太平洋上の管制を行う。レーダーが
届かないため、長年、短波の無線に
よる音声を頼りに管制が行われてき
たが、近年は衛星を使った位置情報
や通信によって、ACCのレーダー管
制に近い管制が可能になった。

航空交通管制部の管制官
空港と空港を結ぶ空を交通整
理している。各管制官は自分の
担当空域を持ち、航空機が隣
接空域に入るたびにバトンタッ
チしながら進路の安全を守って
いる。管制官のいない小規模
の空港を発着する航空機の管
制も行う。

大小さまざまな画面が
並ぶATMCの運 用室。
太平洋上の管制を行う
他、日本が管轄する全
ての空域（福岡FIR）を
最大限に有効活用でき
るよう自衛隊・米軍など
と調整する「空域管理」
や、交通量と管制官の処
理容量を監視し過剰な
集中が起きないよう出
発時刻や飛行経路を調
整する「交通流管理」を
行っている。

国土交通省公式 航空管制官ホームページ
http://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr14_000003.html
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現
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同
じ
高
度
で
飛
行
す
る
場
合
は
互
い
に
約
10 

㎞
以
上
離
れ
て
飛
ぶ
よ
う
管
制
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

福
岡
A
C
C
は
、
中
国
地
方
西
部
、
四

国
、
九
州
地
方
と
そ
の
周
辺
の
上
空
が
管
轄

空
域
。
こ
れ
を
11
区
域
に
分
割
し
、
各
区

域
の
空
を
2
人
1
組
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

A
C
C
管
制
官
は
、
空
港
の
管
制
官
か
ら

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
の
交
信
を
引
き
継
ぎ
、
安
全

な
飛
行
の
た
め
に
必
要
な
進
路
や
高
度
を
指

示
し
た
り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら
の
要
望
に
対

応
し
た
り
し
つ
つ
、
10
〜
15
分
で
次
の
区
域

の
A
C
C
管
制
官
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
こ

う
し
て
空
港
か
ら
A
C
C
、
再
び
空
港
へ

と
複
数
の
管
制
官
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
航

空
機
を
誘
導
し
て
い
ま
す
。
東
京

－

福
岡
間

で
あ
れ
ば
、
12
人
前
後
の
管
制
官
が
パ
イ

ロ
ッ
ト
と
の
交
信
を
行
い
、
航
空
機
の
運
航

の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

荒
木
は
高
校
生
の
こ
ろ
、
自
宅
近
く
に
関

西
国
際
空
港
が
開
港
、
そ
び
え
立
つ
ガ
ラ
ス

で
飛
び
出
た
「
海
の
中
道
」
と
呼
ば
れ
る
エ

リ
ア
に
、
管
制
官
が
活
躍
す
る
も
う
一
つ
の

舞
台
、
福
岡
航
空
交
通
管
制
部
（
福
岡
A 

C 

C:Area Control Center

）が
あ
り
ま
す
。

A 

C 

C
は
、
空
港
と
空
港
の
間
を
飛
行
す
る

航
空
機
を
レ
ー
ダ
ー
で
確
認
し
な
が
ら
管
制

す
る
機
関
で
、
札
幌
、
東
京
、
福
岡
、
那
覇

の
四
つ
の
A 

C 

C
で
、
日
本
の
上
空
を
管
轄

し
て
い
ま
す
。

福
岡
A
C
C
の
荒
木
直
也
は
業
務
に
関

し
て
、「
航
空
機
が
離
陸
し
て
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
サ
イ
ン
が
消
え
、
再
び
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
締
め
て
く
だ
さ
い
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る

く
ら
い
ま
で
を
、
私
た
ち
A
C
C
が
管
制

し
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

A
C
C
は
、
広
範
囲
を
高
速
で
飛
ぶ
航

空
機
を
扱
い
ま
す
。
ジ
ェ
ッ
ト
機
な
ら
ば
時

速
1
0
0
0
㎞
。
も
し
も
同
じ
高
度
で
向

き
合
っ
て
飛
ぶ
2
機
が
あ
れ
ば
、
5 

㎞
離

れ
て
い
て
も
10
秒
以
内
に
接
近
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
上
空
の
航
空
機
が

福
岡
空
港
に
配
属
後
、実
地
訓
練
を
終
え
、

資
格
取
得
後
1
年
を
経
た
橋
本
は
、
管
制
の

仕
事
を
「
い
つ
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

仕
事
」
と
語
り
ま
し
た
。

「
機
内
に
急
患
が
発
生
し
た
り
、
天
候
が
急

変
し
た
り
、
時
に
は
複
数
の
問
題
が
同
時
に

起
こ
り
、
一
人
で
は
正
直
難
し
い
と
感
じ
る

局
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
と
き
は
、
周

囲
の
仲
間
や
先
輩
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
意
思
疎

通
し
な
が
ら
答
え
を
導
き
出
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
研
修
時
代
に
は
、
管
制
官
一

人
一
人
が
レ
ー
ダ
ー
な
ど
か
ら
情
報
を
読
み

取
っ
て
自
分
の
担
当
業
務
を
淡
々
と
こ
な
し

て
い
く
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

場
に
来
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
毎
日
が
勉
強
で
、
毎

日
が
変
化
に
富
む
仕
事
で
す
」

空
港
か
ら
空
港
へ
導
く
管
制
官

福
岡
空
港
か
ら
北
に
約
10 

㎞
、
福
岡
市

東
区
の
市
街
地
と
志
賀
島
を
結
び
つ
け
る
形

空港の管制官
空港と空港周辺の空には
航空機が集中するため、
素早く適切な指示を出さ
なければならない。

ターミナルレーダー管制業務

航空路管制業務

進入管制業務
飛行場管制業務

3 福岡市東区の雁の巣にある福岡航空交通管制部と航空
交通管理センター。福岡空港に向かう航空機が、数分お
きに建物の上を通過していく。
4 福岡航空交通管制部の管制室。管轄空域を11区域に
分割し、区域ごとに管制卓が分かれ並んでいる。統括管
制席（写真手前）で管轄空域全体を統括している。

3

4
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FUKUOKA FIR
国際民間航空機関が設定した「飛行情報区（Flight 
Information Region）」。この空域を通過する航空機に
対して管制や情報提供を行う。日本が管轄する全ての空域
を航空交通管理センターの所在地から「福岡FIR」と呼ぶ。

航空交通管理センター
（洋上管理）

福岡飛行情報区（FIR）

東京航空
交通管制部

札幌航空
交通管制部

那覇航空
交通管制部

福岡航空
交通管制部
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時
に
米
軍
の
管
制
隊
が
到
着
し
、
次
々
と
飛

来
す
る
米
軍
機
に
無
線
通
信
で
着
陸
許
可
を

指
示
。
日
本
に
お
け
る
近
代
的
管
制
業
務
の

始
ま
り
で
し
た
。

　日
本
各
地
の
飛
行
場
を
接
収
し
た
米
軍

は
、
羽
田
、
伊
丹
、
板
付
と
い
っ
た
飛
行
場

で
空
港
の
管
制
業
務
を
始
め
ま
し
た
。ま
た
、

米
軍
は
日
本
本
土
と
周
辺
海
域
上
空
の
交
通

整
理
や
航
空
路
の
管
制
業
務
も
開
始
。
昭
和

22
（
1
9
4
7
）
年
に
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
基
地

（
現
在
の
航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
（
埼
玉
））

に
東
日
本
管
制
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
に
西
日
本

管
制
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

日
本
人
で
日
本
の
空
を
守
る
た
め
に

　昭
和
25
（
1
9
5
0
）
年
、
3
人
の
日
本

人
が
日
本
人
初
の
航
空
管
制
官
に
な
る
べ

く
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
航
空
局
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
3
人
は
技
能
資
格
を

取
得
し
て
帰
国
後
、訓
練
用
教
材
を
作
成
し
、

昭
和
27
（
1
9
5
2
）
年
に
は
教
官
と
し
て

航
空
管
制
官
1
期
生
を
育
て
ま
し
た
。

　昭
和
26
（
1
9
5
1
）
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
話
条
約
が
調
印
さ
れ
た
後
も
、
航

空
管
制
は
引
き
続
き
米
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
30
（
1
9
5
5
）
年

の
宮
崎
空
港
を
皮
切
り
に
、
各
地
の
空
港
の

管
制
業
務
が
日
本
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
航

空
路
の
管
制
業
務
も
米
軍
か
ら
引
き
継
ぐ

た
め
、
多
く
の
日
本
人
が
資
格
取
得
の
た

め
の
厳
し
い
訓
練
に
汗
を
流
し
、
昭
和
34

（
1
9
5
9
）
年
、
運
輸
省
航
空
交
通
管
制
本

部
が
発
足
。
初
め
て
日
本
人
だ
け
に
よ
る
航

路
や
高
度
）
を
飛
行
す
る
仕
組
み
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　近
年
、
東
南
ア
ジ
ア
の
L
C
C
を
は
じ

め
と
し
て
、
日
本
の
空
港
に
離
着
陸
す
る
航

空
機
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
航
空
機

の
性
能
向
上
に
よ
り
日
本
の
上
空
を
通
過
す

る
長
距
離
便
も
増
え
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か

ら
も
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
国
土
交
通
省

は
、
安
全
確
保
を
大
前
提
に
、
環
境
に
も
配

慮
し
な
が
ら
、
精
度
の
高
い
運
航
環
境
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
航
空
機
の
増
大
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

空
路
の
管
制
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

　し
か
し
昭
和
40
年
代
に
は
、
民
間
機
と
自

衛
隊
機
の
空
中
衝
突
な
ど
の
悲
惨
な
航
空
機

事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
運
輸
省

航
空
局
は
、
事
故
を
教
訓
に
欧
米
の
最
新
技

術
を
導
入
し
な
が
ら
、
航
空
路
レ
ー
ダ
ー
の

整
備
や
管
制
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
を
推
進
。

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
変
革
と
ル
ー
ル
改
正
な
ど

を
重
ね
、
世
界
で
も
先
進
的
と
さ
れ
る
、
現

在
の
日
本
の
航
空
管
制
を
築
き
上
げ
て
き
ま

し
た
。

経
済
性
の
効
率
化
も
担
う
航
空
管
制

　時
代
の
変
化
と
共
に
、
飛
行
す
る
航
空
機

は
増
大
し
、
飛
行
時
間
の
短
縮
な
ど
、
経
済

的
な
効
率
化
も
航
空
管
制
の
重
要
な
役
割
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
着
陸
地
点
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
出
発
時
刻
通
り
に

出
て
空
で
待
機
す
る
よ
り
は
、
出
発
時
刻

を
遅
ら
せ
最
適
な
飛
行
時
間
で
目
的
地
に

到
着
し
た
方
が
、
燃
料
も
無
駄
に
な
ら
ず
、

C
O
2

の
排
出
量
も
抑
え
ら
れ
て
環
境
に
や

さ
し
い
運
航
が
実
現
で
き
ま
す
。
現
在
の
航

空
管
制
官
は
安
全
を
確
保
す
る
と
共
に
、
こ

う
し
た
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

と
情
報
交
換
し
、
最
適
な
運
航
の
お
手
伝
い

も
し
て
い
ま
す
。

　新
し
い
技
術
開
発
の
挑
戦
も
続
い
て
い
ま

す
。
将
来
は
、
全
て
の
航
空
機
の
飛
行
計

画
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
更
新
さ
れ
る
気
象
情

報
、
空
の
混
雑
状
況
な
ど
、
航
空
管
制
に
必

要
な
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
一
元
的
に
デ
ー
タ
処

理
し
、
よ
り
最
適
で
安
全
な
軌
道
（
飛
行
経

戦
後
に
始
ま
っ
た
日
本
の
近
代
管
制

　エ
ン
ジ
ン
を
持
つ
航
空
機
が
日
本
で
初
め

て
空
を
飛
ん
だ
の
は
明
治
43
（
1
9
1
0
）

年
。
現
在
の
代
々
木
公
園
に
あ
っ
た
練
兵
場

で
、
日
本
陸
軍
の
徳
川
好
敏
と
日
野
熊
蔵

が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
機
体
で
飛
行
に
成
功
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
で
ラ
イ
ト
兄

弟
が
世
界
初
の
飛
行
に
成
功
し
た
明
治
36

（
1
9
0
3
）
年
か
ら
わ
ず
か
7
年
後
の
こ

と
で
し
た
。

　ア
メ
リ
カ
で
は
当
時
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
目

視
や
手
信
号
で
航
空
機
同
士
が
衝
突
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
航
空
機
が
増
え

る
に
つ
れ
そ
れ
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
く
な

り
、
滑
走
路
脇
で
赤
と
緑
の
旗
を
持
っ
て
交

通
整
理
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
航

空
管
制
の
始
ま
り
で
す
。

　日
本
で
は
第
二
次
世

界
大
戦
前
、
軍
の
飛
行

場
の
見
張
台
か
ら
「
吹

流
し
」
な
ど
で
着
陸
の

方
向
を
示
し
た
り
、
滑

走
路
脇
で
手
旗
を
持
っ

た
兵
士
が
離
着
陸
の
指

示
を
出
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　戦
後
ま
も
な
く
、
厚
木

の
海
軍
飛
行
場
に
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
が
輸
送
機
か

ら
降
り
立
ち
ま
す
。
同

ジョンソン基地内で訓練室として使用されていたカマボコ兵舎。写真の右手側の地下に、東日本管制センター
が設置された。

日本陸軍の工兵大尉である徳川好敏が日
本初の公式動力飛行に成功したアンリ・
ファルマン複葉機。
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わ
ー
！

す
ご
く
忙
し
そ
う
。

日
本
で
は
戦
後
に

ア
メ
リ
カ
軍
が
行
っ
て
い
た

管
制
業
務
を
学
び

引
き
継
ぐ
形
で
昭
和
30
年
に

始
ま
り
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
の

航
空
局
の
方
で
す
ね
？

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
管
制
部
の
近
藤
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ず
い
ぶ
ん
古
い

建
物
の
写
真
だ
ね
。

こ
の
高
い
塔
は
何
か
な
？

こ
れ
は
昭
和
25
年
頃
の

羽
田
空
港
の
管
制
塔
の

写
真
な
ん
で
す
よ
。

近
藤
さ
ん
、

カ
ン
セ
イ
塔
の

「
カ
ン
セ
イ
」っ
て

何
で
す
か
？

「
管
制
」と
い
う
の
は

滑
走
路
を
走
っ
た
り

空
を
飛
ん
だ
り
し
て
い
る

航
空
機
同
士
が
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う

航
空
管
制
官
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
ら
と

連
絡
を
取
り
合
っ
て

交
通
整
理
す
る
仕
事
で
す
。

め
ま
ぐ
る
し
く
進
歩
す
る

航
空
技
術
を

安
全
に
運
用
し
て
い
け
る
よ
う
、

航
空
管
制
も

日
々
変
わ
る
状
況
に

応
え
る
努
力
を

続
け
て
い
る
の
で
す
。

1
9
0
3
年
に
ラ
イ
ト
兄
弟
が

初
め
て
空
を
飛
ん
で
か
ら
百
年
…

日
本
の
空
は
今
、

1
日
に
4
千
機
以
上
の

航
空
機
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。

発足直後の日本の管制運用室

空の安全を守る

航空管制



▲右から昌幸、幸隆、幸隆夫人

▲真田幸村公供養塔　

▼眼下に広がる真田の郷 ▼菅平高原を望む

▲遠く上田市街を望む
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上田市役所
青木さん（右）と伊藤さん（左）

全力で突っ走ります！

真さ
な
だ田

氏し
ほ
ん本

城じ
ょ
う
あ
と

跡
を
訪
れ

た
。
小
高
い
山
の
頂
い
た
だ
き、
東

西
に
ゆ
る
や
か
に
広
が

る
一
帯
に
は
、
も
は
や

土ど
る
い塁

や
郭
く
る
わ

跡あ
と

の
一
部
を
残

す
の
み
で
あ
る
。
眼
下

に
は
真
田
氏
発
祥
の
地

“
真
田
の
郷
〟
が
青
々
と

広
が
り
、
遠
く
は
菅
平
、
上
田
市
街
・
上
田

城
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
所
が
当
時

戦
略
上
の
要よ
う
し
ょ
う衝で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

真
夏
の
日
差
し
に
、
一
瞬

“
日ひ

の
も
と
い
ち

本
一
の
兵
つ
わ
も
のた

ち
〟
が
駆
け
抜

け
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

心
地
よ
い
風
が
吹
き
抜
け
た
。

は
、
真
田
丸
を
き
っ

か
け
に
、
た
く

さ
ん
の
方
に
上

田
に
来
て
い

た
だ
い
て
、
上

田
の
歴
史
、
文

化
、
風
土
、
人
と

な
り
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
で
き
れ
ば
上
田
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
帰
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」（
上
田

市
役
所  

伊
藤
さ
ん
）

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
で
“
お
も
て
な
し
〟
準
備
を
推
進
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

上
田
市
役
所
の
青
木
さ
ん
は
言
う
。「
駐

車
場
の
整
備
、
ト
イ
レ
の
整
備
、
案
内
看
板

の
整
備
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
を
受

け
入
れ
る
た
め
の
ハ
ー
ド
部
分（
イ
ン
フ
ラ
）

は
市
役
所
に
お
ま
か
せ
を
。ソ
フ
ト
部
分（
お

も
て
な
し
）
は
民
間
事
業
者
や
市
民
の
皆
さ

ま
の
創
意
工
夫
で
。
市
民
の
皆
さ
ま
を
信
頼

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
市
役
所
は
積
極

的
に
側
面
支
援
い
た
し
ま
す
」

新
し
い
歴
史
が
つ
く
ら
れ
る

本
取
材
の
途
中
、
真
田
氏
の
菩ぼ
だ
い
じ
提
寺
で
あ

る
長ち
ょ
う
こ
く
じ

谷
寺
を
訪
れ
た
。
幸
村
の
祖
父
幸ゆ
き
た
か隆

夫

妻
と
父
昌ま
さ
ゆ
き幸
の
お
墓
に
手
を
合
わ
せ
る
。
ふ

と
目
を
横
に
転
じ
る
と
新
し
い
供く
よ
う
と
う

養
塔
が
。

「
上
田
を
訪
れ
た
お
客
さ
ま
か
ら
、
幸
村
の

お
墓
が
上
田
に
な
い
こ
と
を
残
念
が
る
声
を

聞
い
た
有
志
の
方
が
、
幸
村
が
大お
お
さ
か坂
夏な
つ
の
陣じ
ん

後
、
討
死
し
た
と
さ
れ
る
大
阪
の
安や
す
い居

神じ
ん
じ
ゃ社

の
“
土
〟
を
拝
受
し
て
、
祖
父
母
、
父
が
眠

る
こ
こ
長
谷
寺
に
“
幸ゆ
き
む
ら村
公こ
う
供く
よ
う
と
う

養
塔
〟
を
建

立
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
郷
土
の
先
人
を
想

い
、
ま
た
、
こ
の
地
へ
来
て
く
れ
た
お
客
さ

ま
の
想
い
も
感
じ
て
く
れ
る
。
市
民
自
ら
の

手
で
、
ま
た
歴
史
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
。
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
」（
青
木
さ
ん
）

「
今
、
上
田
市
が
力
を
注
い
で
い
る
も
う
一

つ
の
事
業
は
、
移
住
・
定
住
促
進
事
業
で
す
。

市
外
の
方
た
ち
に
、
こ
の
地
に
住
ん
で
い
た

だ
き
た
い
の
が
本
音
で
す
。
で
も
、
ま
ず

署
名
活
動
は
そ
の
後
も
広
が
り
を
み
せ
、

最
終
集
計
（
平
成
26
年
5
月
12
日
）
で
は
、

全
都
道
府
県
、
海
外
か
ら
も
含
め
、
な
ん
と

8３
万
9
0
6
9
人
も
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

得
意
分
野
で＂
お
も
て
な
し
＂

放
送
決
定
を
受
け
、
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田

丸
」
上
田
市
推
進
協
議
会
が
発
足
し
た
。
こ

れ
は
、
上
田
市
役
所
を
は
じ
め
、
商
工
会
議

所
、
各
事
業
者
、
市
民
で
組
織
さ
れ
、
上
田

市
を
訪
れ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
多
く
の
お
客

さ
ま
が
、
上
田
市
を
好
き
に
な
っ
て
帰
っ
て
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長
野
県
の
東
部
に
位
置
す
る
上
田
市
は
、

市
の
中
心
部
を
東
西
に
千ち
く
ま
が
わ

曲
川
が
流
れ
、
北

は
菅
す
が
だ
い
ら平
高
原
、
南
は
美
う
つ
く
し
が
は
ら

ヶ
原
高
原
と
、
四
方

を
美
し
き
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地

域
で
あ
る
。
全
国
有
数
の
晴
天
率
と
昼
夜
、

冬
夏
の
寒
暑
の
差
を
い
か
し
、
水
稲
、
果
樹
、

野
菜
の
栽
培
が
、
ま
た
、
か
つ
て
の
蚕さ
ん
し
ぎ
ょ
う

糸
業

技
術
を
受
け
継
ぎ
、
精
密
電
気
機
器
な
ど
の

製
造
業
が
盛
ん
な
、
人
口
約
16
万
人
の
地
方

都
市
で
あ
る
。

市
民
の
想
い
が
全
国
に

そ
ん
な
上
田
に
平
成
26
年
5
月
ビ
ッ
グ

ニ
ュ
ー
ス
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
平
成
28
年
の

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
真さ
な
だ
ま
る

田
丸
」
の
放
送
決

定
で
あ
る
。
群ぐ
ん
ゆ
う
か
っ
き
ょ

雄
割
拠
の
戦
国
末
期
か
ら
天

下
統
一
へ
の
時
流
に
あ
っ
て
、
異
彩
を
放
つ

漢お
と
こ“

真
田
信の
ぶ
し
げ繁

（
通
称

：

幸ゆ
き
む
ら村

）〟
と
彼
を
と

り
ま
く
人
々
の
波は
ら
ん
ば
ん
じ
ょ
う

瀾
万
丈
の
物
語
で
あ
る
。

実
は
、
こ
の
放
送
決
定
を
ひ
と
き
わ
感
慨

深
く
聞
い
た
方
が
い
る
。“
日ひ
の
も
と
い
ち

本
一
の
兵
つ
わ
も
の 

眞
田
幸
村
公 
放
映
の
実
現
を
願
う
会
〟
侍

大
将
の
中
村
さ
ん
で
あ
る
。
願
う
会
で
は
幸

村
を
大
河
ド
ラ
マ
に
取
り
あ
げ
て
も
ら
お
う

と
、
平
成
21
年
12
月
署
名
活
動
を
開
始
し
た

時
空
を
超
え
て

ー
真
田
三
代
の
郷
ー

の
だ
。「
最
初
は
ね
、
私
の
知
り
合
い
6
人

と
“
何
か
上
田
が
元
気
に
な
る
こ
と
を
し
た

い
な
あ
〟
と
ほ
ん
の
遊
び
心
で
始
め
た
の
。

目
標
は
真
田
氏
の
家か
も
ん紋

“
六ろ
く
も
ん
せ
ん

文
銭
〟
に
ち
な

み
、
66
万
6
6
6
6
人
。
こ
れ
も
遊
び
心

だ
よ
。
町
々
の
自
治
会
を
通
じ
て
、
一
軒
一

軒
お
願
い
し
た
。
そ
う
し
た
ら
2
カ
月
で

5
万
く
ら
い
集
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
市
役
所
や
商
工

会
議
所
も
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
。
も
ち
ろ
ん
、
署
名
活
動
が
真
田
丸
放
送

を
決
定
さ
せ
た
な
ん
て
思
っ
て
い
な
い
。
故

郷
上
田
に
対
す
る
想
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
別
々

で
あ
っ
て
い
い
。
で
も
、
幸
村
を
大
河
に
！ 

と
い
う
“
ひ
と
つ
の
夢
〟
を
市
民
み
ん
な
で

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
た
。
う
れ

し
か
っ
た
ね
」

願う会 侍大将
中村さん

ひげがダンディーな
上田大好きおじさん
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栃
木
県
第
1
号
の
道
の
駅
「
も
て
ぎ
」。

茂
木
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
〝
美
土
里
た
い
肥
〞
を

使
っ
て
育
て
た
安
心
安
全
な
新
鮮
野
菜
が
買

え
る
直
売
所
や
、
の
ん
び
り
で
き
る
休
憩
ス

ペ
ー
ス
、
観
光
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
産

に
こ
だ
わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
ら
れ
る
グ

ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
遊
具

も
あ
り
と
、
充
実
し
た
施
設
が
評
判
で
す
。

中
で
も
お
す
す
め
な
の
が
、
こ
こ
で
し
か

食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
ゆ
ず
塩
ら
〜
め

ん
」
と
、
季
節
の
素
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
。
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
人
気
で
す
。
ま
た
、
週
末
に
は
真
岡
鐵
道

を
走
る
S
L
の
雄
姿
を
間
近
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、魅
力
あ
ふ
れ
る
道
の
駅
で
す
。

国
道
2
8
3
号
線
沿
い
の
大
き
な
風
車
。

羽
の
形
が
ネ
ジ
巻
き
棒
と
い
う
一
風
変
わ
っ

た
風
車
を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る「
遠
野
風
の
丘
」

は
〝
永
遠
の
日
本
の
ふ
る
さ
と
〞
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

施
設
内
で
は
自
然
豊
か
な
遠
野
な
ら
で
は

の
お
い
し
い
農
産
物
や
加
工
品
、
民
芸
・
工

芸
品
を
扱
っ
て
お
り
、
中
で
も
遠
野
名
物
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
を
風
の
丘
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

「
じ
ん
ぎ
す
か
ん
丼
」
や
〝
究
極
の
薬
味
〞

と
い
わ
れ
る
遠
野
の
伝
統
食
材
、
暮く
れ
つ
ぼ坪

か
ぶ

の
野
趣
あ
ふ
れ
る
味
を
堪
能
で
き
る
「
暮
坪

か
ぶ
そ
ば
」
が
人
気
で
す
。

遠
野
三
山
の
一
つ
で
あ
る
六ろ
っ
こ
う
し
さ
ん

角
牛
山
を
背

景
に
猿さ
る
が
い
し
が
わ

ヶ
石
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が

ら
、
ゆ
っ
た
り
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

栃木県

■もてぎ

もてぎは、リピーターの方々に愛されている道の駅です。
常に変化を求め、従業員一同さまざまな取り組みを実
施しています。ゆず・えごま・ブルーベリー・いちご・う
め・りんごなど、町の特産品を加工した商品を多数取り
そろえております。皆さまぜひお越しください。

スタッフに聞きました！

堀江 順一さん

風が心地よいその名も風の丘。鮮
度の高い野菜を取りそろえた産直や
魚屋もありと、買物も便利です。郷
土食「ひっつみ」や蕎麦などを提供
するレストランのサラダバーは大人
気！ 今秋には高速道路遠野ICが開
通し、民話の郷遠野がとても近くな
ります。お待ちしてます。菊池 眞貴子さん

ファミリーで
1日楽しめる空間です

岩手県

■遠野風の丘

vol.21 

スタッフに聞きました！

住所 栃木県芳賀郡茂木町大字茂木1090-1
電話 0285-63-5671
HP http://www.motegiplaza.com/

住所 岩手県遠野市綾織町新里8-2-1
電話 0198-62-0888
HP http://kazenooka.tonofurusato.jp/

悠久の自然あふれる
癒やしスポットです

■

■

1 四季折々の美しい花と緑
に囲まれた広々とした公園
2 茂木町の特産品を使用
し、無添加・少量高品質に
こだわった加工品
3 ゆず塩ら～めん。ゆず酢を
入れて食べるのもおすすめ

1

2

3

1 国内で3カ所目に設置
された「スパイラルマグナ
ス風車」
2 大人気の暮坪かぶそば
3 四季のうつろいを肌で
感じられる、くつろぎのス
ペース 

3

12

20

上田市池波正太郎
真田太平記館
作家・池波正太郎と小説「真田太平記」にまつわる
遺愛品、書簡、自筆画などを展示。実際の歴史と小
説を対比しながら見学するのも楽しい。

「池波先生の貴重な資料、シアター、プロジェクション
マッピング、カラクリ紙芝居など見どころ一杯！ 上田
駅から路線バスで3分、100円でお越しいただけま
す。お待ちしています！」

上田市立博物館
上田城跡公園内にあり、古代中世から近・現
代までの上田の歴史、文化を知ることができ
る。本丸のお堀から出土した金箔瓦（きんぱ
くがわら）も展示されている。写真左は真田
幸村画像。

「多くのお客さまをお迎えできること、うれしく
思います。がんばります！」

上
うえだじょうせきこうえん
田城跡公園

上田市民の憩いの場。真田昌幸により築城された。現存す
る櫓（やぐら）は、真田氏後の領主仙石（せんごく）氏によっ
て整備されたもの。天守閣（てんしゅかく）はないが、櫓と石
垣、お堀が当時をしのばせる。

「昌幸の頃の上田城にも天守閣はなかったと言われていま
すが、私は密かに“あったんじゃないかなあ”と考えています

（笑）」

筆者おすすめスポット

おしらせ

あんかけやきそば
極細ちぢれ麺に具だくさんの餡（あ
ん）がよくからむ。食べたことがな
い独特の食感。くせになる味。から
しをお酢で溶いて、かけて食べるの
が上田流。

馬肉うどん
しっかりした味と食感の馬肉がどっ
さりのった地元ならではの肉うど
ん。競馬ファンもぜひご賞味あれ

（謝）

美
お い
味だれ焼き鳥と

馬肉の刺身
信州上田のご当地だれ“美味だれ”
ニンニクたっぷりの醤油味がくせに
なる。さあ、今夜も地酒で一杯だ～

上田市民 ソウルフード

「信州上田真田丸大河ドラマ館」
平成28年1月17日オープン

ドラマのストーリーに合わせ、撮影で使用するセットや出演者
が着用した衣装などを展示し、大河ドラマの魅力を紹介します。

「真田丸」大河ドラマ館は、全国で唯一、長野県上田市に建設
される予定です。

期間：平成28年1月17日～平成29年1月15日予定
場所：上田城跡公園内（旧上田市民会館）
時間：午前9時～午後5時
入館料：有料

【問い合わせ】
大河ドラマ「真田丸」上田市推進協議会事務局

（上田市政策企画部シティプロモーション推進室）
E-mail promotion@city.ueda.nagano.jp

まだまだ魅力がいっぱい。
詳しくは、
上田市ホームページまで。

http://www.city.ueda.nagano.jp/

上田市教育委員会
和
わ
根
ね
崎
ざき
さん

館長
倉澤さん

館長
竜
たつ の
野さん
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子
ど
も
た
ち
に
「
こ
う
い
う
仕
事
が
あ
る
っ

て
知
っ
て
た
？
」
と
聞
く
と
、「
電
柱
で
何

か
し
て
い
る
の
は
見
た
こ
と
あ
る
け
ど
、
あ

ま
り
知
ら
な
か
っ
た
。な
ん
か
カ
ッ
コ
イ
イ
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
対
応
す
る
職
人
さ

ん
た
ち
の
表
情
も
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
で
う
れ

し
そ
う
で
。
学
校
で
も
知
識
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
学
び
ま
す
が
、
文
字
で
知
る
の
と
、
今

日
の
よ
う
に
実
際
に
「
感
じ
る
」
こ
と
は
大

き
く
違
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
実
際
の

出
会
い
を
通
し
て
憧
れ
の
気
持
ち
を
抱
き
ま

す
。
そ
の
「
憧
れ
る
気
持
ち
」
が
い
ろ
ん
な

可
能
性
に
つ
な
が
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ

う
し
た
出
会
い
は
本
当
に
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
も
今
回
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
出
会

え
て
「
も
っ
と
知
り
た
い
！
」
と
い
う
気
持

ち
が
あ
ふ
れ
る
感
覚
を
久
し
ぶ
り
に
味
わ
え

た
気
が
し
ま
す
。（
小
竹
さ
ん
・
談
）

参
加
前
は
、
国
土
交
通
省
が
子
ど
も
向
け

に
ど
ん
な
こ
と
を
や
る
の
か
想
像
が
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
保
育
士
と
し
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
実
に
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

用
意
さ
れ
て
い
て
、
説
明
を
聞
き
た
い
子
は

説
明
を
聞
く
し
、
色
塗
り
を
し
た
い
子
は

ず
っ
と
そ
れ
に
集
中
し
て
い
る
…
子
ど
も
は

い
ろ
ん
な
や
り
方
で
物
事
を
吸
収
し
て
い
き

ま
す
が
、
そ
の
選
択
肢
が
多
か
っ
た
の
が
す

ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

実
際
に
仕
事
を
し
て
い
る
人
に
出
会
え
る

の
も
い
い
で
す
ね
。
最
近
は
「
職
業
体
験
」

な
ど
の
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
や
は
り

本
物
に
勝
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
屋
外

の
高
所
作
業
車

に
乗
っ
た
と
き
、

小笠原舞（おがさわらまい・左）
小竹めぐみ（こたけめぐみ・右）
平成22年から園を超えて活動を続け、平成25年
には合同会社こどもみらい探求社を設立。保育士と
して社会全体をフィールドにしながら、さまざまな企
業や家族と共に“こどもにとって本当にいいモノ・コ
ト・ヒト”を、時代に合わせて形にしている。

1 国土交通省の地下を探検。大地震から建物を守る免震施設を知るツアー。
2 屋外の体験プログラムも人気。高所作業車は5階分の高さまで上昇。
3 屋上緑化施設でさまざまな環境対策を学べるプログラムも人気。
4 太田大臣へ直接質問。 子どもならではの鋭い質問も飛び出した。

5 日本列島を触って感じることができる3Dの都道府県地図パズル。
6 フライトシミュレーターでは本物のパイロットと一緒に操縦体験。
7 本物のパワーショベルで操作体験。

この2日間は屋上の食
堂に特別メニューのお
子さまランチが登場。

1

3

56

4

7

2

22

り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か

せ
て
、と
て
も
真
剣
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
こ
こ
で
体
験
し
た
こ
と
を
、

ず
っ
と
興
味
を
抱
き
続
け
る
か
は
分
か
ら
な

い
け
れ
ど
、
左
官
職
人
さ
ん
に
直
接
教
え
て

も
ら
え
た
経
験
や
、
そ
の
と
き
や
り
た
い
と

思
っ
た
こ
と
は
、
き
っ
と
未
来
に
つ
な
が
っ

て
い
く
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。（
小

笠
原
さ
ん
・
談
）

国
土
交
通
省
の
仕
事
っ
て
、
こ
ん
な
に
身

近
な
も
の
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
い
つ

も
当
た
り
前
に
過
ご
す
道
路
や
公
園
で
、
こ

れ
ま
で
は
「
虫
が
い
た
」
と
か
「
き
れ
い
な

お
花
が
咲
い
て
い
た
」
と
か
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
は
見
て
い
ま
し
た
が
、「
こ
れ
を
誰
が

つ
く
っ
て
い
る
の
か
」「
ど
ん
な
思
い
で
つ

く
っ
た
の
か
」
と
い
う
の
は
全
然
想
像
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
仕
事
に
関
わ

る
方
か
ら
話
を
聞
い
た
こ
と
で
、
今
日
学
ん

だ
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
普
段
見
る
も
の
で

も
「
こ
れ
は
ど
う
か
な
？
」
と
、
日
常
の
暮

ら
し
の
中
で
も
疑
問
を
持
つ
視
点
が
入
っ
て

く
る
の
を
感
じ
、
日
常
の
当
た
り
前
の
こ
と

に
感
謝
で
き
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

出
展
で
は
、
海
上
保
安
庁
の
ブ
ー
ス
に
階

級
章
が
並
ん
で
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

海
上
保
安
庁
の
方
と
「
僕
は
ま
だ
こ
の
階
級

で
す
よ
」
と
お
話
を
し
て
、
距
離
が
縮
ま
っ

た
と
い
う
か
。
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
世
界
で

し
た
が
、
事
故
が
起
き
た
と
き
に
、
こ
の
人

た
ち
が
一
生
懸
命
人
を
助
け
に
行
っ
て
い
る

ん
だ
と
思
う
と
、
も
っ
と
話
を
聞
き
た
く
な

毎
年
夏
休
み
の
時
期
に
、各
府
省
庁
等
が
連
携
し
て

子
ど
も
た
ち
向
け
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト「
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」。

そ
の
国
土
交
通
省
の
催
し
を
、保
育
士
で
あ
り
、起
業
家
で
も
あ
る

小
笠
原
舞
さ
ん
と
小
竹
め
ぐ
み
さ
ん
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー

ゲ
ス
ト  

小
笠
原
舞
さ
ん  

小
竹
め
ぐ
み
さ
ん

        （
合
同
会
社
こ
ど
も
み
ら
い
探
求
社 

共
同
代
表
）

子ども霞が関見学デー
　「子ども霞が関見学デー」は霞が
関一帯で各府省庁等が連携して毎
年開催しているイベント。今年は7月
29日（水）、30日（木）に開催した。
26府省庁等が、その仕事と役割を
楽しく理解してもらえるよう、さまざ
まな工夫を凝らした各種体験プログ
ラムや職場見学を通じ、子どもたち
が広く社会を知る体験機会を提供。
　国土交通省では館内のフロアと地
下、屋上を活用して全23プログラム
を用意。過去最高の3,200人を超
える参加者があった。

国土交通省 子ども霞が関見学デーの詳細はこちら
http://www.mlit.go.jp/kids/index.html

海上保安庁のブースにて。背後には階級章のサンプルが並ぶ。


